
お知らせ 

本教会へ初めて来られた方々を 

心から歓迎いたします。 

「毎月最初の主日には聖餐式を行います。」 

教会の働き 

■ 14 日(月)は、信州祈り会の集いが JTG 塩尻教会

であります。 

■ 17 日（木）は、夜 7 時 30 分から男女宣教定期礼拝があり

ます。 

■ 子どもイースター祭り(フェスティバル) 

4月 19日 午前 10:30から 

地域の多くの子供たちが参加しますようにお祈りと広

報をお願いします 

■ 4月 20日（日） イースター礼拝 

主イエス・キリストの復活を共に喜び祝う特別な礼拝

です。この日は、聖餐式とともに、洗礼式（3 名）も執り行

われます。新しく信仰の歩みを始める方々の決心を、教

会全体で心から祝福し、覚えてお祈りいたしましょう。 

早天イースター礼拝があります。 

時間：朝 6時より 場所：風越山麓公園 

清々しい朝の自然の中で、主の復活を喜び、礼拝をささげまし

ょう。防寒対策のうえ、お越しください。 

 

聖徒の為に祈りましょう。 

・コロナとインフルエンザから守られますように。 

・施設に入られている方々の生活が守られる為に。 

・YouTube ライブで、礼拝している教会と聖徒の 

皆さんの為に。(大阪ホームチャーチ、相模原の

佐々木こずえ執事の家庭など) 

 

 

 

 

 

 

 

マルコの福音書 8:34 

34 それから、群衆を弟子たちと一緒に呼び寄せて、

彼らに言われた。「だれでもわたしに従って来たけれ

ば、自分を捨て、自分の十字架を負って、わたしに従

って来なさい。 

 

 

来週礼拝奉仕者 

主日礼拝 柳澄香(賛美リーダ). 高木はつ江(祈祷) 

夕方賛美礼拝 柳澄香(賛美リーダ). 韓芽唯(祈祷) 

水曜礼拝  松島スヤンティ(司会). 北原孝子(祈祷) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年 教会の目標 

神の国とその義を第一に求めなさい。 

「マタイ 6:33」 

2025年祈祷題目 

1.教会の成熟と成長。 

2.神の国の拡大。 
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牧  師  柳 承吉（ヤナギ ショウキチ） 

副牧師  柳 智愛（ヤナギ チエ） 

 

 

 

礼拝時間案内 

主日礼拝        AM 11:00 

夕方賛美礼拝       PM  2:30 

教会学校（小学生まで） AM 9:50～10:30 

水曜礼拝         PM 7:00 

祈祷会. 火・木曜日  PM 8:30～9:30 

土曜日    PM ８:00～９:00 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今週の御言葉 

「ついて来たいと思うなら」 マルコ 8:34 

 

棕櫚の主日とは 

棕櫚の主日は、イエス・キリストがろばに乗ってエル

サレムに入城された出来事を記念する日です（マルコ

11章参照）。 

民衆は棕櫚の枝を振りながら「ホサナ！」と叫び、救

い主の到来を歓迎しました。しかし、イエス様がエル

サレムへと向かわれた目的は、人々が期待した「地上

の王国」や「政治的解放」のためではなく、罪人を救う

ための十字架の道を歩むためでした。 

 

ペテロの誤解と主の叱責 

イエス様がご自分の死と復活を予告された時、ペテ

ロはそれを否定しようとしました（マルコ 8:31-33）。 

人間的な思いでイエス様を止めようとしたペテロに

対し、主は「サタンよ、引き下がれ」と厳しく語られまし

た。これは、神の計画に対する妨げを断固として退け

る言葉でした。 

 

真の弟子の条件 

続けてイエス様は、「わたしについて来たいと思うな

ら、自分を捨て、自分の十字架を負い、従いなさい」

（マルコ 8:34）と語られました。信仰者は、自我を捨て、

主に従う者へと変えられていくことが求められていま

す。 

 

 

現代の私たちにとっての十字架 

家庭、職場、教会、それぞれの場で、クリスチャンと

して担うべき十字架があります。自分を主張するので

はなく、イエス様のように仕える心、耐える心をもって

歩むことが、まさに「十字架を負う」生き方です。 

 

受難週を迎えて 

受難週は、イエス様の十字架の歩みを深く覚える

期間です。「わたしの願いではなく、御心のままに」（マ

タイ 26:39）という祈りをもって、自らを省み、主の愛

と犠牲を思い起こす時としましょう。 

 

 

今週の祈り 

 

 自分の思いではなく、主の御心に従う者となるよ

うに 

 与えられた十字架を信仰によって担う力が与え

られるように 

 教会が一致と愛によって主に仕える共同体とな

るように 

 

 

 

 

 


